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型の影響尺度について考える[1]。 �𝜇𝜇(−𝑖𝑖)と?̂?𝜏2(−𝑖𝑖)を𝑖𝑖番目の地域を除いた𝑘𝑘 − 1個の地域の
データに基づいた変量効果モデル（*)における全体平均と地域間の分散の制限付き最尤




𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉 𝑦𝑦𝑖𝑖 − �𝜇𝜇(−𝑖𝑖)
ここで，𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉 𝑦𝑦𝑖𝑖 − �𝜇𝜇(−𝑖𝑖) = �𝑤𝑤𝑖𝑖
(−𝑖𝑖) −1 + ∑𝑗𝑗≠𝑖𝑖 �𝑤𝑤𝑗𝑗
(−𝑖𝑖) −1
，�𝑤𝑤𝑗𝑗










量効果モデル(*)が𝜃𝜃𝑗𝑗~𝑁𝑁 𝜇𝜇 + ζ, 𝜏𝜏2 となり，他の𝑘𝑘 − 1個の地域の変量効果モデル(*)が
𝜃𝜃𝑖𝑖~𝑁𝑁 𝜇𝜇, 𝜏𝜏2 (𝑖𝑖 ≠ 𝑗𝑗)となる事を仮定する。この時，以下の検定問題を考える。
𝐻𝐻0: ζ = 0 vs.𝐻𝐻1: ζ ≠ 0
帰無仮説が棄却される時，𝑖𝑖番目の地域を外れ値となる地域と判断する。これに対して，
尤度比検定を考える。帰無仮説の下での対数尤度関数を𝑙𝑙0 𝜇𝜇, 𝜏𝜏2 とし，対立仮説の下で
の対数尤度関数を𝑙𝑙1[𝑗𝑗] 𝜇𝜇, 𝜏𝜏2, ζ とすると，尤度比検定統計量は
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